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[成果の課題・問題点] 

 タイラギ垂下飼育による母貝の確保および母貝の機能の確認については一定の成果が得られているもの

の、斃死軽減や付着物対策を講じる必要がある。また、少しでも多くの母貝を確保するための垂下方式（収

容数の増大等）についても検討していく必要がある。 

 

[今後の対応] 

・斃死対策、付着物対策の実施 

・よりタイラギ収容数をアップさせる垂下方式の開発 等 

 

[その他] 

研究期間： 平成 25 年～ 

研究担当者：有明水産振興センター 資源研究担当 福元 亨 

 


